


プログラム

第１部 〜クラシック ステージ〜

・ジェネシス

・サーカスハット マーチ

・SEDONA(セドナ)

・天国の島

・レトロ

第２部 〜ポップス ステージ〜

・セプテンバー

・トップ オブ ザ ワールド

・il vento d’oro

・アリエッティ ソング

・ディープ・パープル メドレー

・恋人たちのクリスマス



〜ごあいさつ〜

群馬工業高等専門学校長 三谷 卓也

本日は、第62回群馬工業高等専門学校吹奏楽部定期
演奏会にご来場いただき、誠にありがとうございます。
また日頃より、吹奏楽部の活動に対するご理解とご支援
を賜り、厚く御礼申し上げます。

吹奏楽部員にとって、コンサートホールで演奏できる
この定期演奏会は、他のどの演奏機会と比べても特別な
ものがございます。

ステージに照明が灯り、自分の、仲間の音が波のよう
に伝わりホールの隅々まで満ちていく"あの"感じ…。さ
らにその音に載せて届けたい想い…。客席を見ると、"
あ、伝わった！"とわかる皆さんの顔。雰囲気。そして
次第にできあがる一体感…。それらを一度でも味わって
しまうと、吹奏楽から、音楽から逃れることができなく
なってしまうのです。

そんな部員達にとって特別なこれからのひとときを、
彼らとともに楽しんでいただければ幸いです。



吹奏楽部主任顧問 矢口 久雄

年末のお忙しいところ、群馬高専吹奏楽部の第62回
定期演奏会にお越しいただきまして、誠にありがとう
ございます。また、日頃からの吹奏楽部の活動に対す
るご理解とお力添えに厚く御礼申し上げます。

さて、昨年の定期演奏会以降、吹奏楽部の演奏レベ
ルはさらに向上しているように感じております（新メ
ンバーの貢献も大きいです）。7月7日には上毛新聞敷
島球場にて硬式野球部の応援演奏を行いました。今年
度は硬式野球部からのリクエストに応える形で、例年
とは違った曲目にも挑戦してくれました（私は昭和の
オジサンなので光GENJIの「パラダイス銀河」に大満
足でした）。また、8月31日と9月1日には茨城高専で
開催された第46回関東信越地区高専文化発表会（地区
文発）に参加しました。他高専の吹奏楽部との合奏や
交流は、学生たちにとって非常に有意義な経験だった
ようです。

本年度から学校側のサポートも改善されました。夏
と冬の時期に限ってですが、吹奏楽部の活動に校内の
合宿所を使わせていただけるようになりました。それ
までは車庫として使われていた建物を主な活動場所と
しており、夏の暑さや冬の寒さによる学生の体調不良
が大きな懸念事項でした。それらの問題がほぼ解消さ
れ、顧問としては安堵しております。本校学生課学生
支援係をはじめとする関係各位のご尽力に、この場を
お借りして心より感謝申し上げます。

本日は、卒業する5年生にとっては最後の定期演奏
会であり、4年以下の学生にとっては先輩たちを送り
出すセレモニーとしても位置づけられる特別な日です。
日頃からお世話になっている全ての方々への感謝も含
めて、部員たちが心を込めて演奏をさせていただきま
す。ぜひ、お楽しみください。



パート紹介


















